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概要 

このテクニカルレポートでは、NetAppのオールフラッシュSANアレイ（ASA）を使用したFlexPodデータセンタ

ーソリューションの設計と実装について詳しく説明します。最高レベルのパフォーマンスと効率性を実現するた

めに最適化されており、最大限の信頼性を確保するためのベストプラクティスを概説し、NetApp ASAの2つの原

則である99.9999%の可用性とデータ整合性に焦点を当てています。FlexPodの事前検証済みの統合機能を活用す

ることで、将来のニーズを満たすように設計された、拡張性と柔軟性に優れたストレージソリューションが実現

します。 

 

<<本レポートは機械翻訳による参考訳です。公式な内容はオリジナルである英語版をご確認ください。>> 
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FlexPodの概要 

FlexPodの概要 

FlexPod®はコンバージドインフラのデータセンターアーキテクチャで、Cisco®およびNetApp®の次のコンポ

ーネントで構成されています。 

• Ciscoユニファイドコンピューティングシステム（Cisco UCS） 

• Cisco NexusおよびMDSファミリスイッチ 

• NetAppファブリック接続型ストレージ（FAS）、All Flash FAS（AFF）、およびオールフラッシュ

SANアレイ（ASA）システム 

図1に、FlexPod®ソリューションの作成に使用されるコンポーネントの一部を示します。これらのコンポーネ

ントは、CiscoとNetAppのベストプラクティスに従って接続、構成されているため、さまざまなエンタープラ

イズワークロードを確実に実行するための理想的なプラットフォームを提供できます。このソリューションで

は主に、データの可用性と整合性の重要な柱に対処する99.9999%の可用性を実現するブロックのみのソリュ

ーションであるNetApp All SAN Array（ASA）に焦点を当てています。 

 

図1 FlexPodデータセンターソリューション 

ここに示す各FlexPodコンポーネントファミリー（Cisco UCS、Cisco Nexus / MDSスイッチ、NetAppストレ

ージ）には、アプリケーション要件に応じてインフラをスケールアップまたはスケールダウンするためのプラ

ットフォームとリソースのオプションが用意されています。また、FlexPodの設定と接続に関するベストプラ

クティスで必要とされる機能がサポートされ、インフラスタック全体の耐障害性が確保されます。FlexPodは、

追加のFlexPodスタックを展開することで、複数の一貫した導入が必要な環境にもスケールアウトできます。 
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対象読者 

本ドキュメントは、NetApp、パートナー様のソリューションエンジニア（SE）、プロフェッショナルサービス

担当者を対象としています。NetAppは、読者が次の知識を持っていることを前提としています。 

• Storage Area Network（SAN；ストレージエリアネットワーク）の概念を十分に理解していること 

• FlexPodシステムの構成と管理に関する技術的知識 

 

NetAppオールフラッシュSANアレイ 

各NetAppオールフラッシュSANアレイ（ASA）システムは、ONTAP®ソフトウェアを実行するNetApp AFF 

HAペア上に構築され、エンタープライズクラスのSANソリューションを提供します。データの可用性と整合

性という2つの原則に基づいて、複数のワークロードに対してストレージリソースを統合して共有したいとお

考えのお客様に適しています。 

ASAシステムには次の機能があります。 

• 業界をリードする99.9999%以上の可用性 

• スケールアップとスケールアウトの両方に対応した大規模クラスタ 

• 業界最高のエンタープライズ・パフォーマンス（SPC-1の監査結果に基づく） 

• 先進のStorage Efficiencyテクノロジ 

• 最も包括的なクラウド対応接続 

• 対費用効果の高いシームレスなデータ保護 

NetApp ASAシステムは、AFFプラットフォームを基盤として構築されており、計画的または計画外のストレ

ージフェイルオーバー時にデータへの中断のないアクセスによってSANの継続的な可用性を実現し、SANワー

クロードの実行のみに特化したソリューションを通じて、導入、設定、管理の合理化を実現します。NetApp

では、次の要件を満たす場合にASA構成を推奨しています。 

• ホストからストレージへの対称アクティブ/アクティブパスが必要なデータベースなど、ミッション

クリティカルなワークロード。 

• 専用システムでSANワークロードを分離 

NetApp ASAは、ASA AシリーズとASA Cシリーズの2つのモデルに大別できます。これらのモデル

は、お客様のニーズを満たすために、幅広いパフォーマンスと容量を提供します。 

• ASA Aシリーズ：パフォーマンス要件の厳しいワークロード向けに最適化されています。 

• ASA Cシリーズ：容量重視のワークロード向けに最適化されています。 

ASA AシリーズおよびCシリーズ システムの詳細については、次のドキュメントを参照してください。 

https://docs.netapp.com/us-en/ontap-systems/allsan-a-series/
https://docs.netapp.com/us-en/ontap-systems/allsan-c-series/
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図2 NetApp ASA AシリーズおよびCシリーズファミリー 

 

 
このソリューションでは、検証にASA A400とASA C400を使用しました。技術的な詳細と仕様については、

NetApp ASAデータシートを参照してください。 

ユーザは、ONTAP CLIで次のコマンドを実行することで、NetAppシステムがASAであることを確認できます。 

次の出力は、ASA A400からの例です。 

 
 

NetApp ASAのアーキテクチャ 

ストレージシステムには、データを常に利用して保護するという2つの重要な要件があります。 

 

データの可用性と整合性 

HAペアのコントローラノードで計画的または計画外の障害が発生した場合でも、稼働しているコントローラ

からブロックネットワークインターフェイス経由でIOが処理されます。これは、常にすべてのブロックデバイ

スがHAペアの両方のコントローラに提供されるためです。ブロックプロトコルをサポートする障害コントロ

ーラのインターフェイスは、ホストがストレージへの障害パスを認識しないように、IPアドレスを移動する

（iSCSI LIFフェイルオーバー）か、Host Bus Adapter（HBA）のWorld Wide Name（WWN）（FCPおよび

NVMe/FC永続ポート）を再配置することで、パートナーコントローラでオンラインになります。

perf-asa-a400-01 

true true 2 days 18:43 ASA-A400 

perf-asa-a400-02 

true true 2 days 19:04 ASA-A400 

 

perf-asa-a400::> system node run -node perf-asa-a400-01 -command sysconfig 0 

slot 0: System Board 

Model Name: ASA-A400 

- -   
Location Owner Model  

perf-asa-a400::> san config show 

All SAN Array: true 

 

perf-asa-a400::> system show 

Node Health Eligibility Uptime 

https://www.netapp.com/media/85736-ds-4254-asa.pdf
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NetApp ASAは両方のコントローラを経由するアクティブ/アクティブパスを使用するため、ホストOSは両

方のストレージコントローラから最適化されたパスを認識し、ストレージフェイルオーバー中もアプリケ

ーションから基盤となるストレージデバイスに継続的にアクセスできます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ASA C400 

 
ASA A400 

 

図3 NetApp ASA AシリーズおよびCシリーズのアクティブ/アクティブマルチパス 
 

表1ストレージのフェイルオーバー時間 
 

フェイルオーバータイプ IO再開時間 

計画的なテイクオーバー 2～3秒 

計画外のテイクオーバー 2～3秒 

電源、ケーブル接続、RAIDグループ、ディスク、コントローラなどの冗長コンポーネントとは別に、各

NetApp HAペアには冗長リンクが含まれており、基盤となるディスクへの書き込み前にバッテリバックアップ

式ジャーナリング機能であるNVRAMデータのレプリケーションをサポートします。NVRAMはHAペアのスト

レージコントローラ間でレプリケートされるため、HAペア内のコントローラで障害が発生してもデータ損失

をゼロに抑えることができます。 

 

データ保護 

データの可用性と整合性の同様に重要な側面は、避けられないユーザやアプリケーションのエラーからリカバ

リする機能です。ストレージアレイに99.9999%のアップタイムが必要な企業は、大規模化するデータセット

を迅速かつ確実にリカバリできるバックアップ/リカバリ戦略も計画する必要があります。NetAppストレージ

アレイを使用しているお客様は、次の主要なテクノロジを活用できます。 

• NetApp SnapshotTMコピーによるデータ保護 

• ONTAP SnapRestore®およびFlexClone®によるデータのリストア 

• NetApp SnapMirror®ユニファイドレプリケーションによるデータレプリケーション 

• SnapMirror® Active Syncを使用したMetroCluster®向けビジネス継続性ソリューション 

• 暗号化ドライブ、MetroCluster®およびSnapMirror® Active Sync /ビジネス継続性ソリューションに

よるデータ保護 

• NetApp SnapLock® Complianceソフトウェアによるデータ保護 

• 暗号化ドライブによるデータ保護（NetAppストレージ暗号化） 
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FlexPodによるゼロトラスト 

FlexPodゼロトラストフレームワークは、インフラスタックが完全に保護されていることを保証するととも

に、VMware vSphere、Cisco UCS、Cisco Nexus/MDS、NetApp ONTAPストレージなど、FlexPodソリュー

ションのすべてのコンポーネントを保護するための業界のベストプラクティスを網羅した強化ガイドを実装し

ます。基本のONTAPアーキテクチャで利用できる幅広いセキュリティ機能は、書き換え不可能なSnapshotに

よるランサムウェアの保護、検出、アプリケーションのリカバリを提供することで、ランサムウェア攻撃から

の保護を保証します。 

 

ASA AシリーズおよびCシリーズのワークロードガイドライン 

NetAppでは、レイテンシの影響を受けやすいデータベースやI/O負荷の高いVMwareワークロードにはAシリー

ズを、レイテンシの影響を受けにくい容量中心のワークロードにはCシリーズを推奨していますが、一般的な

ガイダンスの一部として以下を考慮する必要があります。 

1. EHRなどのエンタープライズアプリケーションワークロードや、本番環境のユースケースで1ミリ秒

未満の読み取り時間を一貫して必要とするワークロードは、ASA Aシリーズに導入する必要がありま

す。 

2. ASA Cシリーズでは、1ミリ秒未満の一貫したレイテンシを必要としないワークロードを考慮する必

要があります。 

 

ソリューションの概要 

はじめに 

NetAppは、デジタル変革に向けたすべてのエンタープライズアプリケーションに、シンプルで包括的なデー

タ管理ソリューションを提供します。このソリューションドキュメントでは、主に、NetApp ASAシステムで

FlexPodをセットアップする際に従う必要がある設計と導入のベストプラクティスについて説明します。また、

SQL、Oracle、EHRなどのエンタープライズアプリケーションやワークロードで最大限の信頼性を実現するた

めの、SANネットワークの設計、実装、管理に関するベストプラクティスについても紹介します。 

 

ソリューションのメリット 

NetApp ASAを搭載したFlexPodシステムには、次のようなメリットがあります。 

• データアクセスプロトコルのサポート： 

o イーサネット経由：iSCSI、NVMe/TCP 

o ファイバチャネル経由：FCP、NVMe/FC 

• 高可用性： 

o アクティブ/アクティブコントローラアーキテクチャ 

o 対称アクティブ/アクティブFCPおよびiSCSIマルチパス 

o システムを停止しないメンテナンス、アップグレード、スケールアウトクラスタリング 

o 継続的なデータアクセスを実現するマルチサイト耐障害性 

• セキュリティとコンプライアンス 

o 多要素管理アクセス 

o セキュアなマルチテナント共有ストレージ 

o 転送時と保管時のデータ暗号化 

o 規制に準拠したデータ保持 

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/UCS_CVDs/flexpod_zero_trust_design.html
https://www.netapp.com/pdf.html?item=/media/99202-tr_4984_flexpod_security_hardening.pdf
https://www.netapp.com/pdf.html?item=/media/83205-tr-4961.pdf
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o 機密コマンドを実行する前のマルチ管理者検証 

• Storage Efficiency： 

o インラインデータ圧縮、重複排除、コンパクション 

o スペース効率に優れたLUNとボリュームクローニング 

• データ保護： 

o アプリケーションと整合性のあるNetApp Snapshot™コピーとリストア 

o 統合されたリモートバックアップ/ディザスタリカバリ 

o データ損失ゼロの同期レプリケーション 

o 改ざん防止Snapshot 

o NetApp MetroClusterまたはSnapMirror Active Syncを使用してデータを同期的にレプリケートす
ることにより'サイト間でビジネス継続性を実現 

• クラウドとの統合 

o オンプレミスとプライベートクラウド、パブリッククラウド間でデータをシームレスに階層化、

バックアップ、レプリケート 

 

ソリューションのコンポーネント 

NetApp ASA A400 

NetAppオールフラッシュSANアレイ（ASA）は、SAN専用のシンプルなエクスペリエンスを実現し、FC、

iSCSI、NVMe/FC、NVMe/TCPなどのブロックストレージアクセスプロトコルを通じて、エンタープライズの

ミッションクリティカルデータベースやその他のSANワークロードに継続的なデータ可用性を提供します。イ

ンラインのStorage Efficiency機能、暗号化機能、強力なデータ保護機能を備え、市場をリードするパフォーマ

ンスを提供します。ASAは、対称アクティブ/アクティブコントローラアーキテクチャを採用しているため、ア

ップグレードやメンテナンスなどの計画的停止や計画外停止の際にもデータへの継続的なアクセスを確保でき

ます。ASAは、Oracle、SAP、Microsoft SQL Serverのデータベースに加え、VMwareやその他の主要なハイパ

ーバイザーとの業界最高レベルのデータサービス統合により、エンタープライズデータベースアプリケーショ

ンの価値実現までの時間を短縮します。ASAは、両方のアクティブコントローラがLUNと同等に通信できる

HAペアです。この対称アクティブ/アクティブ構成では、LUNへのアクセスが中断されず、フェイルオーバー

のリカバリもほぼ瞬時に実行されます。Cloud Volumes ONTAPを使用すると、主要なクラウドプロバイダで

ASAをハイブリッドクラウドにシームレスに拡張できます。 

NetApp ASA A400モデルには、4Uフォームファクタ、PCIe拡張スロット10個、速度が32GBのFCターゲット

ポート24個、速度が16GBのFCターゲットポート32個（FCメザニンカードを使用）が搭載されています。こ

のプラットフォームは、最大351PBの実効容量をサポートするNVMe/TCP、NVMe/FC、FC、iSCSIのストレ

ージネットワークプロトコルをサポートしています。AFF ASAの技術仕様については、次のリンクを参照して

ください。 

 

 

注： NetApp ASAシステムは専用のブロックストレージシステムであるため、NFSやSMBなどのファイルアク
セスストレージプロトコルはASAシステムではサポートされません。 

https://www.netapp.com/pdf.html?item=/media/87298-NA-1043-0523_ASA_AFF_Tech_Specs_HR.pdf
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図4 NetApp ASA A400の前面と背面 

 

 

NetApp ASA C400 

NetApp ASA C400はブロックストレージ専用容量フラッシュで、パフォーマンスと容量の最適なバランスを必

要とするエンタープライズアプリケーションに最適です。ASA Cシリーズシステムは大容量を実現し、負荷の

高いワークロードのコストを削減します。このモデルは4Uコントローラシャーシフォームファクタでも提供

され、最大576本のSSDドライブ、10個のPCIe拡張スロット、速度32GBのFCターゲットポート40個、速度

16GBのFCターゲット8個（バンドルオプション付き）の統合をサポートしています。このプラットフォーム

は、主要なブロックストレージデータアクセスプロトコルをすべてサポートしており、最大実効容量は

35.5PBです。 

ASA C400の詳細については、次のリンクを参照してください。 

https://docs.netapp.com/us-en/ontap-systems/c400/install-setup.html
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図5 NetApp ASA C400の前面と背面 

 

 

Cisco UCS XシリーズX210C M6ブレードサーバ 

 

図6 Cisco UCS X210c M6ブレードサーバ 

Cisco UCS Xシリーズモジュラーシステムに統合されたCisco UCS X210c M6コンピューティングノードは、

最新の第3世代（第3世代）Intel Xeonスケーラブルプロセッサ（Ice Lake）のパワーを活用します。次の機能

があります。 

• 最大2基の第3世代Intel Xeonスケーラブルプロセッサ（プロセッサあたり最大40コア、コアあたり1.5 MB

のレベル3キャッシュ） 

• 最大32個の256 GB DDR4 3200 MHz DIMM（最大8 TBのメインメモリ）512 GBのIntel Optane永続メモ

リDIMMを16枚まで構成すると、最大12 TBのメモリを使用できます。 

• 最大6台のホットプラグ対応ソリッドステートディスク（SSD）またはNon-Volatile Memory Express

（NVMe）2.5インチドライブ。エンタープライズクラスのRAIDまたはパススルーコントローラを選択可

能。PCIe Gen 4接続のそれぞれ4レーン、最大2台のM.2 SATAドライブにより、柔軟なブートおよびロー

カルストレージ機能を実現します。 

• モジュラLAN-on-motherboard（mLOM）仮想インターフェイスカード（VIC）：Cisco UCS VICはmLOM

スロットに接続され、サーバあたり200 Gbps接続用のIFM-100Gであった各シャーシインテリジェントフ

ァブリックモジュールに最大100 Gbpsのユニファイドファブリック接続を可能にします。 
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注意：セキュリティ：サーバーはオプションのTrusted Platform Module (TPM)をサポートしています。

その他の機能には、セキュアブートField-Programmable Gateway（FPGA）およびAnti-Counterfeit 

Technology 2（ACT2）のプロビジョニングがあります。 

 

Cisco VIC 15231 

Cisco UCS VIC 15231（図7）は、Cisco UCS X210cコンピューティングノード専用に設計された2つの100 

Gbpsイーサネット/FCoE対応モジュラLANオンマザーボード（mLOM）アダプタです。Cisco UCS VIC 15231

アダプタは、ポリシーベースのステートレスで即応性に優れたサーバインフラストラクチャを実現します。こ

のサーバインフラストラクチャは、NICまたはHBAとして動的に設定できるホストのPCIe標準準拠インターフ

ェイスに提供できます。このソリューションでは、UCSサーバごとに2枚のVICカードを使用します。 

 

図7 Cisco VIC 15231 
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Cisco UCS X9508シャーシ 

 

図8 Cisco UCS X9508シャーシ 

Cisco UCS Xシリーズモジュラーシステムは、Cisco UCS X9508シャーシから始まります。このシャーシ

は、適応性に優れ、将来にも対応できるように設計されています。Xシリーズは、ハイブリッドクラウド環境

に迅速に導入、自動化できるように設計された、標準ベースのオープンシステムです。 

ミッドプレーンを使用しない設計により、X9508シャーシのI/O接続は、シャーシ背面の水平方向のI/O接続

モジュールと交差する垂直方向のフロントローディングコンピューティングノードで実現されます。Cisco 

UCS XシリーズはCisco Intersightを搭載しているため、大規模な導入と管理が簡単です。 

Cisco UCS X9508シャーシには、次の機能と利点があります。 

• 7ラックユニット（7RU）シャーシには、前面に8つのフレキシブルスロットがあります。これには、コ

ンピューティングノードと将来のI/Oリソースプールを組み合わせて格納できます。これらのリソースに

は、Graphics Processing Unit（GPU）アクセラレータ、ディスクストレージ、不揮発性メモリなどが含

まれます。 

• シャーシ上部の2つのCisco UCS 9108 100Gインテリジェントファブリックモジュールは、シャーシをア

ップストリームCisco UCS 6536シリーズファブリックインターコネクトに接続します。各インテリジェ

ントファブリックモジュールには、次の機能があります。 

◦ このモジュールは、コンピューティングノードごとに最大100 Gbpsのユニファイドファブリック接

続を提供します。 

◦ このモジュールには、8つの100 Gbps QSFPアップリンクポートがあります。 

• シャーシの下部には、コンピューティングモジュールとI/Oデバイスを柔軟に接続できる将来のI/Oモジュ

ールを収容できるスロットがあります。 
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Cisco Nexus 9336C-FX2スイッチ 
 

 
 

図9 Cisco Nexus 9336C-FX2スイッチ 

Cisco Nexus 9336C-FX2は、クラウド規模のテクノロジを搭載したコンパクトな1RUフォームファクタで、 

1 / 10 / 25 / 40 / 100Gbpsをサポートする柔軟なポート速度を提供します。データセンター、ビッグデータア

プリケーション、自動化されたクラウド環境の変化するニーズに対応できるように設計されています。 

• 36個のポートすべてが、10/25/40/100Gbps QSFP28とワイヤレートMACsec暗号化をサポートします。 

• 7.2 Tbpsの帯域幅と2.8 bppsを超える帯域幅をサポートします。 

• 強化されたCisco NX-OSソフトウェアパフォーマンス、耐障害性、拡張性、管理性、プログラマビリ

ティを実現するように設計されています。 

• トラフィックのマイクロバーストとアプリケーションのトラフィックパターンを監視するための、ポ

ートおよびキューごとのリアルタイムバッファ使用率。 

 

 
Cisco MDS 9132Tスイッチ 

 

 
図10 Cisco MDS 9132Tスイッチ 

次世代のCisco MDS 9132T 32 Gbps 32ポートファイバチャネルスイッチは、サーバラックからSANコアへの

高速ファイバチャネル接続を提供します。非常に高密度な仮想サーバを使用してクラウド規模のアプリケーシ

ョンを迅速に導入している中小企業や大企業には、帯域幅の拡大と統合という2つのメリットがあります。小

規模なSANアーキテクチャは、ストレージポートとホストポートの両方を接続する、低コスト、低消費電力、

ノンブロッキング、ラインレート、低レイテンシの双方向エアフロー対応固定スタンドアロンSANスイッチを

基盤から構築できます。SANコアダイレクタを使用して構築された中規模から大規模のSANアーキテクチャで

は、スイッチモードまたはネットワークポート仮想化（NPV）モードでこれらのスイッチを使用して、サーバ

ラックへの32 Gbps接続を拡張できます。 

 

 
Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクト 

 

 
図11 Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクト 

Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクト（FI）は、Ciscoユニファイドコンピューティングシステムの

中核部分であり、システムにネットワーク接続機能と管理機能の両方を提供します。 
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Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクトは、ラインレート、低遅延、ロスレス10/25/40/100ギガビット

イーサネット、ファイバチャネル、NVMe over Fabric、およびFibre Channel over Ethernet（FCoE）機能を提

供します。さらに、Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクトは、ユニファイドファブリックをサポー

トすることで、ドメイン内のすべてのサーバにLAN接続とSAN接続の両方を提供します。 

ネットワーキングの観点から見ると、Cisco UCS 6536はカットスルーアーキテクチャを採用しており、パケ

ットサイズや有効なサービスに関係なく、確定的で低遅延のラインレート10/25/40/100ギガビットイーサネッ

トポート、スイッチング容量がFIあたり7.42 Tbps、ユニファイドファブリックドメインあたり14.84 Tbpsをサ

ポートします。 

 

VMware vSphere向けNetApp ONTAPツール 

ONTAP Tools for VMware vSphereは、NetAppストレージシステムを使用するVMware環境で、仮想マシンの

エンドツーエンドのライフサイクル管理機能を提供します。管理者がvCenter Server内でストレージを直接管

理できるため、VMware環境のストレージとデータの管理が簡易化されます。OTVのマニュアルについては、

次のリンクを参照してください。 

 

NetApp Active IQ Unified Manager 

NetApp Active IQ Unified Manager（AIQUM）は、NetApp ONTAPシステムを包括的に監視し、プロアクティ

ブに管理するためのツールです。ストレージシステムと仮想インフラの可用性、容量、保護、パフォーマンス

のリスクを管理できます。Unified Managerは、LinuxサーバやWindowsサーバに導入することも、VMwareホ

ストに仮想アプライアンスとして導入することもできます。 

AIQUMのドキュメントについては、次のリンクを参照してください。 

 

ソリューショントポロジ 

このセクションでは、ソリューションの検証に使用したFlexPodデータセンターアーキテクチャの物理トポロジ

について説明します。 

• データ用の4ポート32G FC SFP+（X1135A）NVMe/FC×2、クラスタインターコネクトとディス

クシェルフアクセス用に40 / 100GスマートIO QSFP28（X1151A）×2、イーサネットデータ用に2

ポート100GbE RoCE QSFP28（X1148A）×2、イーサネットデータ用に4ポート16G FCアダプタ

がNetApp ASA A400にバンドルされています。 

• 2つの100Gポートを備えたCisco VIC 15231アダプタは、各X210c M6サーバのIFMに接続します。

IFM-100Gは、IFMごとに4つの25G-KRレーンで100GBASE-KR4を有効にします。 

• 8個のコンピューティングノードがシャーシに搭載されている場合、Cisco UCSファブリックインター

コネクト（UCS-FI-6536）とインテリジェントファブリックモジュール（IFM）間に8個の100Gリン

クが接続され、両方のIFMの全帯域幅が利用されます。 

• Cisco UCSファブリックインターコネクト（UCS-FI-6536）とCisco Nexus 9336C-FX2スイッチ間に

100Gリンク×8を接続 

• NetApp ASA A400とCisco Nexus 9336C-FX2の間に4本の100Gリンクを接続し、ストレージの全帯域

幅を確保 

• ファブリックインターコネクトとCisco MDSスイッチ間の4つの32G FCリンク。 

https://docs.netapp.com/us-en/ontap-tools-vmware-vsphere/index.html
https://docs.netapp.com/us-en/active-iq-unified-manager/
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トポロジの詳細 

 

図12ソリューショントポロジ 

• Cisco MDSスイッチとNetApp ASA A400間の4つの16G FCリンクと4つの32G FCリンク。 

• Cisco MDSスイッチとNetApp ASA C400間の4つの32G FCリンク。 

• ポートチャネルは、ファブリックインターコネクトとMDSコンポーネント間の4つのFCリンクに対し

て設定されます。 

• ポートチャネル設定は、ハイアベイラビリティおよび負荷共有をイネーブルにするように設定されて

います。ストレージノードとNexusスイッチ間の1組のポートチャネル、Nexusとファブリックインタ

ーコネクト間の1組のペア、およびチャネルモードがアクティブなNexusピアスイッチ間の1つのポー

トチャネルが設定されます。 

• 仮想ポートチャネル（vPC）は、ハードウェアの冗長性とループのないトポロジを提供するために、

すべてのイーサネットポートチャネルインターフェイスでイネーブルになっています。 

• ASA A400とC400のストレージフェイルオーバーテストは、両方のシステムの機能を比較するために

個別に実行されました。 

 
 

ケーブル接続情報 

ASA A400システムのインストールとセットアップの詳細については、次のドキュメントを参照してください。 

リファレンス検証のケーブル配線の詳細を図12と表2から表9に示します。本テクニカルレポートでは、

FlexPodコンポーネントのコンソールネットワークと管理ネットワークは既存のコンソールネットワークと管

理ネットワークに接続されており、以下のケーブル接続に関する情報には記載されていません。 

https://docs.netapp.com/us-en/ontap-systems/asa400/install-setup.html
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表2 Cisco Nexus 9336C-FX2スイッチAのケーブル接続情報 
 

ローカルデバイス ローカルポート リモートデバイス リモート

ポート 

Cisco Nexus 
9336C-FX2 A 

e0M インバンド管理ネットワークアップリン

ク用のリモートスイッチ 

導入環境に固

有 

1/13 NetApp ASA A400 01 e5a 

1/14 NetApp ASA A400 02 e5a 

1/15 NetApp ASA C400 01 e5a 

1/16 NetApp ASA C400 02 e5a 

1/19 Cisco UCS FI 6536 A 1/29 

1/20 Cisco UCS FI 6536 A 1/30 

1/21 Cisco UCS FI 6536 B 1/31 

1/22 Cisco UCS FI 6536 B 1/32 

1/35 Cisco Nexus 9336C-FX2 B 1/35 

1/36 Cisco Nexus 9336C-FX2 B 1/36 

 

表3 Cisco Nexus 9336C-FX2スイッチBのケーブル接続情報 
 

ローカルデバイス ローカルポート リモートデバイス リモート

ポート 

Cisco Nexus 
9336C-FX2 B 

e0M インバンド管理ネットワークアップリン

ク用のリモートスイッチ 

導入環境に固

有 

1/13 NetApp ASA A400 01 e5b 

1/14 NetApp ASA A400 02 e5b 

1/15 NetApp ASA C400 01 e5b 

1/16 NetApp ASA C400 02 e5b 

1/19 Cisco Fi 6536 A 1/31 

1/20 Cisco Fi 6536 A 1/32 

1/21 Cisco Fi 6536 B 1/29 

1/22 Cisco Fi 6536 B 1/30 

1/35 Cisco Nexus 9336C-FX2 A 1/35 

1/36 Cisco Nexus 9336C-FX2 A 1/36 

 

表4 NetApp ASAのケーブル接続情報 
 

ローカルデバイス ローカルポート リモートデバイス リモートポート 

NetApp ASA 
A400 01 

e0M 管理ネットワーク 導入環境に固有 

e0a NetApp ASA A400 02 e0a（25G HAインターコネ

クトポート） 

e0b NetApp ASA A400 02 e0b（25G HAインターコネ

クトポート） 
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ローカルデバイス ローカルポート リモートデバイス リモートポート 

 e3a NetApp ASA A400 02 クラスタポート 

e3b NetApp ASA A400 02 クラスタポート 

e5a Cisco Nexus 9336C-FX2 A ETH 1/13 

e5b Cisco Nexus 9336C-FX2 B ETH 1/13 

0e Cisco MDS 9132T A fc1/13 

0f Cisco MDS 9132T B fc1/13 

1a Cisco MDS 9132T A fc1/9 

1b Cisco MDS 9132T B fc1/9 

NetApp ASA 
C400 01 

e0M 管理ネットワーク  

e5a Cisco Nexus 9336C-FX2 A ETH 1/15 

e5b Cisco Nexus 9336C-FX2 B ETH 1/15 

1a Cisco MDS 9132T A FC 1/11 

1b Cisco MDS 9132T B FC 1/11 

 

表5 NetApp ASAのケーブル接続情報 
 

ローカルデバイス ローカルポート リモートデバイス リモートポート 

NetApp ASA 
A400 02 

e0M 管理ネットワーク 導入環境に固有 

e0a NetApp ASA A400 01 e0a（25G HAインターコネ

クトポート） 

e0b NetApp ASA A400 01 e0b（25G HAインターコネ

クトポート） 

e3a NetApp ASA A400 01 クラスタポート 

e3b NetApp ASA A400 01 クラスタポート 

e5a Cisco Nexus 9336C-FX2 A ETH 1/14 

e5b Cisco Nexus 9336C-FX2 B ETH 1/14 

0e Cisco MDS 9132T A fc1/15 

0f Cisco MDS 9132T B fc1/15 

1a Cisco MDS 9132T A fc1/10 

1b Cisco MDS 9132T B fc1/10 

NetApp ASA 
C400 02 

e0M 管理ネットワーク  

e5a Cisco Nexus 9336C-FX2 A ETH 1/16 

e5b Cisco Nexus 9336C-FX2 B ETH 1/16 

1a Cisco MDS 9132T A FC 1/12 

1b Cisco MDS 9132T B FC 1/12 
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表6 Cisco UCS FI 6536 Aのケーブル接続情報 
 

ローカルデバイス ローカルポート リモートデバイス リモート

ポート 

Cisco UCS FI 
6536 A 

1/29 Cisco Nexus 9336C-FX2 A 1/19 

1/30 Cisco Nexus 9336C-FX2 A 1/20 

1/31 Cisco Nexus 9336C-FX2 B 1/19 

1/32 Cisco Nexus 9336C-FX2 B 1/20 

1/35/1～1/35/4 Cisco MDS 9132T A fc1/5-fc1/8 

1/1～1/8 Cisco UCS IFM 1/1～1/8 

 

表7 Cisco UCS FI 6536 Bのケーブル接続情報 
 

ローカルデバイス ローカルポート リモートデバイス リモート

ポート 

Cisco UCS FI 
6536 B 

1/29 Cisco Nexus 9336C-FX2 B 1/21 

1/30 Cisco Nexus 9336C-FX2 B 1/22 

1/31 Cisco Nexus 9336C-FX2 A 1/21 

1/32 Cisco Nexus 9336C-FX2 A 1/22 

1/35/1～1/35/4 Cisco MDS 9132T B fc1/5-fc1/8 

1/1～1/8 Cisco UCS IFM 1/1～1/8 

 

表8 Cisco MDS 9132T Aのケーブル接続情報 
 

ローカルデバイス ローカルポー

ト 

リモートデバイス リモート

ポート 

Cisco MDS 9132T A fc1/5 Cisco UCS FI 6536 A 1/35/1 

fc1/6 Cisco UCS FI 6536 A 1/35/2 

fc1/7 Cisco UCS FI 6536 A 1/35/3 

fc1/8 Cisco UCS FI 6536 A 1/35/4 

fc1/13 NetApp ASA A400 01 0e 

fc1/9 NetApp ASA A400 01 1a 

fc1/15 NetApp ASA A400 02 0e 

fc1/10 NetApp ASA A400 02 1a 

fc1/11 NetApp ASA C400 01 1a 

fc1/12 NetApp ASA C400 02 1a 

 

表9 Cisco MDS 9132T Bのケーブル接続情報 
 

ローカルデバイス ローカルポー

ト 

リモートデバイス リモート

ポート 

Cisco MDS 9132T B fc1/5 Cisco UCS FI 6536 B 1/35/1 

fc1/6 Cisco UCS FI 6536 B 1/35/2 

fc1/7 Cisco UCS FI 6536 B 1/35/3 
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ローカルデバイス ローカルポー

ト 

リモートデバイス リモート

ポート 

 fc1/8 Cisco UCS FI 6536 B 1/35/4 

fc1/13 NetApp ASA A400 01 0f 

fc1/9 NetApp ASA A400 01 1b 

fc1/15 NetApp ASA A400 02 0f 

fc1/10 NetApp ASA A400 02 1b 

fc1/11 NetApp ASA C400 01 1b 

fc1/12 NetApp ASA C400 02 1b 

 

ネットワークとトラフィックのセグメント化 

VLAN 

VLANは、機能またはアプリケーション別のスイッチドネットワーク内の論理セグメントです。各VLANは、適

切なポートとポートチャネルインターフェイスで構成される論理ネットワークと見なされ、VLANに属してい

ない宛先については、パケットをルータ経由で転送する必要があります。 

FlexPodソリューションでは、VLANはネットワークとトラフィックのセグメント化に使用されます。特定の

FlexPodソリューションに基づいて、インバンド管理ネットワーク、iSCSI、NVMe/TCPプロトコルネットワー

ク、VMware vMotion、VMトラフィックなど、さまざまなVLANが使用されています。 

表10に、このプロジェクトのソリューション検証環境用に構成されたVLANを示します。 
 

表10設定済みVLANとその用途 
 

Name VLAN ID 使用法 

ネイティブVLAN 2 デフォルトVLANの代わりにネイティブVLANとして使用されるVLAN 2（1） 

IB-MGMT-VLAN 2214 ESXiホスト用のインバンド管理VLAN、VM管理など 

iSCSI-A-VLAN 411 iscsi - iSCSIトラフィック用のファブリックVLAN 

iSCSI-B-VLAN 412 iSCSIトラフィック用のiSCSI-BファブリックVLAN 

VMotion - VLAN 405 vCenter vMotion用のVMware vMotionトラフィックVLAN 

VMトラフィックVLAN 2217 ESXi VM用のVMware VMトラフィックVLAN 

NVMe-TCP-A-VLAN 501 NVMe-AファブリックVLAN（NVMe/TCPトラフィック用） 

NVMe-TCP-B-VLAN 502 NVMe/TCPトラフィック用のNVMe-BファブリックVLAN 

 

 
仮想ネットワーク 

このソリューションでは、NetApp ASAコントローラのフェイルオーバーシナリオをベアメタル環境とVMware

仮想環境の両方でテストしました。 

VMware 

クラスタ内の各ホストは、同一の仮想ネットワークを使用して導入されます。 
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この設計では、vSphere Standard Switch（vSwitch）とDistributed Switch（vDS）を使用して、さまざまなト

ラフィックタイプを分離しています。インバンド管理用の専用vSwitch、iSCSI-A/BおよびNVMe-TCP-A/Bネッ

トワーク、およびvDS（仮想マシンおよびvMotionネットワーク）。 

仮想スイッチ（vSwitch、vDS）は、可用性と負荷共有のために、仮想スイッチごとに2つのアップリンクを使

用して導入されます。ESXiハイパーバイザーレベルのアップリンクは、Cisco UCSソフトウェアではvmnicお

よび仮想NIC（vNIC）と呼ばれます。vNICは、IntersightのCisco UCSサービスプロファイルを使用して、各サ

ーバのCisco UCS VICアダプタ上に作成されます。 

お客様の標準的な設計オプションは、vCenterで2つ目のvDSスイッチを作成し、図13に示すように、iSCSI-A、

iSCSI-B、NVMe-TCP-A、およびNVMe-TCP-BのポートグループをこのvDSに移行することです。 

注： この場合、ネイティブVLANをiSCSI VLANに設定し、iSCSI vNICとNVMe/TCP vNICの両方をFabric-A

またはFabric-Bのいずれかにピン接続する必要があります。 

 
 
 
 

 
 
 

図13 iSCSIブートを使用したVMware Virtual Networkingの設計 

表11~12に、UCSサーバでのvNICイーサネットLIFとFC LIFの作成の詳細を示します。 
 

表11 Cisco UCSサーバでのvNICの配置（仮想化） 
 

CDN名 スイッチID PCIオーダー 

00-vSwitch-A A 0 

01-vSwitch-B B 1 

02-vDS0-A A 2 

03-vDS0-B B 3 

04- iSCSI-A A 4 

05-iSCSI-B B 5 
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図14 FCブートを使用したVMware Virtual Networkingの設計 

 

 
表12 Cisco UCSサーバ用のvNICとFC LIF（仮想化） 

 

CDN名 スイッチID PCIオーダー 

00-vSwitch-A A 2 

01-vSwitch-B B 3 

02-vDS0-A A 4 

03-vDS0-B B 5 

vHBA-A A 0 

vHB-B B 1 

vHBA-NVMe-A A 6 

vHBA-NVMe-B B 7 

 

 
vSwitch0はVMware ESXiホストの設定時に定義され、IB-Mgmtと管理用のESXiホストVMkernel（VMK）ポー

トが含まれます。インフラ管理仮想マシンのポートグループは、必要な重要なインフラ管理仮想マシンの

vSwitch0にも配置されます。 

vSphere Distributed SwitchはvCenter Serverシステムに設定され、スイッチに関連付けられているすべてのホ

ストに設定が伝播されます。vDSには、テナントVMトラフィックおよびvMotion VMDK用のポートグループが

含まれています。vMotion VMKをvDSに配置すると、必要に応じてvMotionポートグループのQoSを変更できま

す。 

この検証では2つのiSCSI vSwitchを使用します。Cisco UCSでは、iSCSIブート用に2つのvNICが設定されてい

ます。これらのvNICは、適切なファブリックのiSCSI VLANをネイティブVLANとして使用し、適切なiSCSI 

vSwitchに接続されます。ネットワークのセグメント化は、仮想トラフィックを分離するための標準のvSwitch

とvDSと、コンピューティングレイヤ、ネットワークレイヤ、ストレージレイヤを分離するためのVLAN構成

によって実現されます。 
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次の図15は、FlexPod環境におけるイーサネットトラフィックの論理接続とデータパスを示しています。 

 

図15イーサネットトラフィックのデータパス 

 

 

ファイバチャネルトラフィックのデータパス 

FCPおよびNVMe/FCプロトコルの場合、コンピューティングノードとストレージノード間のトラフィックは、

Cisco MDSスイッチ経由でFCケーブルを介して転送されます。MDSでのトラフィック分離は、VSANおよびゾ

ーニング構成によって実現されます。 
 

 

図16ファイバチャネルトラフィックのデータパス 

図16は、コンピューティングからストレージへのファイバチャネルメディアを介したトラフィックのエンドツー

エンドのデータパスを示しています。 

ベアメタル 

ベアメタルのインストールにはRHEL OSを使用しました。表13に、ベアメタル環境のイーサネットおよびFC

論理インターフェイスの情報を示します。 
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表13ベアメタルのイーサネットLIFとFC LIFの配置 
 

vNIC/vHBA名 スイッチID PCIオーダー 

vHBA-A A 0 

vHB-B B 1 

vHBA-NVMe-A A 2 

vHBA-NVMe-B B 3 

eth0（フェールオーバー有効） A 4 

04- iSCSI-A A 5 

05-iSCSI-B B 6 

06 - NVMe-TCP-A A 7 

07- NVMe-TCP-B B 8 

 

 

ファブリックスイッチのゾーニング 

VSANは、ゾーニング設定を作成する前に作成して分離します。 

NVMeセットアップ用のゾーニング 

ゾーニングは、仮想環境とベアメタル環境を分離するために実装されました。 

• すべてのワークロードに対して、各VICアダプタポートから2つのvHBAを使用しました。 

• 対応するファブリックAとファブリックBごとに、各コントローラノードに2つずつ、合計4つの

NVMe/FC論理インターフェイス[LIF]が作成されました。 

• 各MDSに、ベアメタルサーバ用とESXiホスト用の2つの独立したゾーンを作成しました。 
 

表14 NVMeセットアップのゾーニング 
 

ファブリック名 ゾーン名 ホストvHBA（イニシエータ） ストレージLIF（ターゲット） 

ファブリックA ゾーン1

（VMware仮

想化） 

ホスト-インフラ- FC-NVMe-01-a 

ホスト-インフラ- FC-NVMe-02-a 

ASA -インフラ- SVM-FC-NVMe-LIF-01a 

ASA -インフラ- SVM-FC-NVMe-LIF-02a 

ゾーン2（ベア

メタル） 

BM-Host-1-5-FC-NVMe-A 

BM-Host-1-6-FC-NVMe-A 

ASA -インフラ- SVM-FC-NVMe-LIF-01a 

ASA -インフラ- SVM-FC-NVMe-LIF-02a 

ファブリックB ゾーン1

（VMware仮

想化） 

ホスト-インフラ- FC-NVMe-01-B 

ホスト-インフラ- FC-NVMe-02-B 

ASA -インフラSVM - FC-NVMe-LIF-01b 

ASA -インフラSVM - FC-NVMe-LIF-02b 

ゾーン2（ベア

メタル） 

BM-Host-1-5-FC-NVMe-B 

BM-Host-1-6-FC-NVMe-B 

ASA -インフラSVM - FC-NVMe-LIF-01b 

ASA -インフラSVM - FC-NVMe-LIF-02b 

 

 
FCPセットアップのゾーニング 

ゾーニングは、仮想環境とベアメタル環境を分離するために実装されました。 

• すべてのワークロードに対して、各VICアダプタポートから2つのvHBAを使用しました。 

• 対応するファブリックAおよびファブリックBごとに、各コントローラノードに2つずつ、合計4つの

FC論理インターフェイス[LIF]が作成されました。 

• 各MDSに、ベアメタルサーバ用とESXiホスト用の2つの独立したゾーンを作成しました。 
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表15 FCPセットアップのゾーニング 
 

ファブリック名 ゾーン名 ホストvHBA（イニシエータ） ストレージLIF（ターゲット） 

ファブリックA ゾーン1

（VMware仮

想化） 

ホスト-インフラ- FC-01-a 

ホスト-インフラ- FC-02-a 

ASA -インフラ- SVM-FCP-LIF-01 

ASA -インフラ- SVM-FCP-LIF-02a 

ゾーン2（ベア

メタル） 

BM-Host-1-5-FC-A 

BM-Host-1-6-FC-A 

ASA -インフラ- SVM-FCP-LIF-01a 

ASA -インフラ- SVM-FCP-LIF-02a 

ファブリックB ゾーン1

（VMware仮

想化） 

ホスト-インフラ- FC-01-B 

ホスト-インフラ- FC-02-B 

ASA -インフラ- SVM-FCP-LIF-01b 

ASA -インフラ- SVM-FCP-LIF-02b 

ゾーン2（ベア

メタル） 

BM-Host-1-5-FC-B 

BM-Host-1-6-FC-B 

ASA -インフラ- SVM-FCP-LIF-01b 

ASA -インフラ- SVM-FCP-LIF-02b 

 
 

 

ハードウェアおよびソフトウェアのリビジョン 

このソリューションは、NetApp Interoperability Matrix Tool、UCS Hardware and Software Compatibility、お

よびVMware Compatibility Guideに定義されている、サポート対象のソフトウェア、ファームウェア、および

ハードウェアバージョンを実行しているすべてのFlexPod環境に拡張できます。次の表に、このソリューショ

ンで使用されるFlexPodのハードウェアとソフトウェアのリビジョンを示します。 
 

表16ハードウェアとソフトウェアのバージョン 
 

コンポーネント 製品 バージョン 

コンピューティング Cisco UCSX-210C-M6 5.2（0.230092） 

Cisco UCSファブリックインターコネクト
6536 

4.3（2.240002） 

Cisco VIC 15231 5.3（2.40） 

CPU Intel（R）Xeon（R）Gold 6338N 

CPU（2.20GHz） 

ネットワーク Cisco Nexus 9336C-FX2 NX-OS 10.2（6） 

Cisco MDS 9132T 9.3（2a） 

9.4.2 * 

ストレージ NetApp ASA - A400およびC400 ONTAP 9.14.1P2 

ソフトウェア VMware vSphere向けNetApp 

ONTAPツール 

9.13P1 

[9.13P1-9828.ova] 

NetApp Active IQ Unified Manager 9.14RC1 

VMware vSphere 8.0 

VMware vCenterアプライアンス 8.0 

VMware ESXi nfnicファイバチャネルドラ

イバ 

5.0.0.37 

VMware ESXi nenicイーサネットドライバ 1.0.45.0 

Cisco Intersight Assist仮想アプライアンス 1.0.11-4206 

RHEL 8.9 

Microsoft Windows Server 2022 

http://support.netapp.com/matrix/
https://ucshcltool.cloudapps.cisco.com/public/
https://www.vmware.com/resources/compatibility/search.php
https://www.vmware.com/resources/compatibility/search.php
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コンポーネント 製品 バージョン 

 Microsoft SQL Server 2022 

SQL Server Management Studio 19.3 

SQL向けHammerDBワークロード 4.10 

EHR用Genioツール 1.17.3 

Oracle Database 21c 

* ストレージコントローラのオンボード16G FCポートを使用していて、MDSのFCポートがswitchport mode 

autoに設定されている場合、コントローラのリブート時にMDSのインターフェイスがオフライン状態で停止

することがあります。リンクを起動するには、MDSポートでshut/no shutを実行する必要があります。この問

題を回避するには、スイッチポートをスイッチポートモードFに設定します。詳細については、次のバグ 

CSCwi36075：Bug Search Tool（Cisco.com）を参照してください。この問題は、NX-OS 9.4.2リリースで修

正されています。 

 

NetApp ASAとCisco Intersightの統合 

NetApp ASA A400とC400をCisco Intersightに統合するには、次の導入と設定が必要です。 

• Cisco Intersight Assist仮想アプライアンス 

• NetApp Active IQ Unified Manager仮想アプライアンス 

Cisco Intersight Assistを使用すると、NetApp Active IQ Unified Manager（AIQUM）がCisco Intersightのターゲ

ットとして主張されています。NetApp AIQUMが要求されると、AIQUMで構成されたNetAppストレージクラ

スタがIntersightに表示され、監視とオーケストレーションが可能になります。 

ストレージレベルの情報の取得 

NetApp Active IQ Unified Managerをターゲットとして要求したあと、NetApp ASA A400をNetApp Active IQ 

Unified Managerにすでに追加している場合は、Cisco Intersightでストレージレベルの情報を表示できます。 
 

https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCwi36075
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図17 Cisco IntersightのNetApp ASA A400情報 

 

Cisco Intersight統合システムとNetApp ASA 

Cisco Intersight統合システム：FlexPodのコンピューティング、ネットワーク、ストレージ、ハイパーバイザ

ーのエンティティを論理的にグループ化して、FlexPodスタックの統合インフラビューを一元化します。 

 
 

NetApp ASAを使用してFlexPod統合システムを作成するには、次の手順に従います。 

• Cisco Intersightにログインし、FlexPodのアカウントに接続します。 

• Cisco Intersightで、[Infrastructure Service]>[Operate]>[Integrated Systems]の順にクリックします。 

• [Create Integrated System]をクリックします。中央のペインで、FlexPodを選択し、Startをクリックします。 

• 適切な組織を選択し、適切な名前を指定し、必要に応じて任意のタグまたは説明を入力して、[次へ]

をクリックします。 

 
 

 
 

• このFlexPodで使用するUCSドメインを選択し、[Next]をクリックします。 

• このFlexPodで使用する2つのCisco Nexusスイッチを選択し、[Next]をクリックします。 

• このFlexPodで使用するNetApp ASA A400ストレージを選択し、[Next]をクリックします。 
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• 概要情報を確認し、[作成]をクリックします。数分後、FlexPod統合システムが統合システムの下に表

示されます。 

 
 

 

• FlexPod名をクリックすると、FlexPod統合システムの全般、インベントリ、および相互運用性に関す

る詳細なデータが表示されます。 
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ソリューションの検証 

FlexPodインフラのセットアップについては、 手動による導入についての導入ガイドを参照してください。こ

のソリューションでは、UCSをIntersight Managed Mode（IMM）で設定しました。 

FlexPodの自動導入を続行する場合は、IACドキュメントを参照してください。 

このソリューションでは、NetApp ASAコントローラのフェイルオーバーシナリオがベアメタル環境とVMware

仮想環境の両方でテストされます。次の表17に、仮想化とベアメタルの検証に使用するサーバの詳細を示しま

す。VMware仮想構成では、アプリケーション用にVMFSデータストアとvVolデータストアをプロビジョニン

グしました。ベアメタル構成では、ストレージLUNとNVMeネームスペースをプロビジョニングしてサーバに

マウントしました。 

ワークロードのシミュレーションには、SQL向けHammerDB、EHR向けGenio、Oracleアプリケーション向け

SLOBを使用しました。それぞれに読み取りと書き込みの特性があります。 

ソリューションのIO可用性とデータ整合性を示すために、ユースケースごとに次の手順を実行しました。 

1. ワークロードが増加している間に、インターフェイスを稼働しているコントローラに移行するいずれ

かのコントローラで「halt」が実行されました。 

2. フェイルオーバープロセスでは、アプリケーションが読み取りと書き込みの観点からIOを発行して

いました。 

3. コントローラが完全に停止し、「ノード」をリブートして、ワークロードの実行中に障害が発生した

コントローラを元に戻す 

4. 障害ノードの起動中に、サバイバーノードからインターフェイスが自動的に移行されました。 

観察 

1. このプロセスでは、ストレージデバイスへのすべてのパスがアクティブになり、フェイルオーバープ

ロセス全体がアプリケーションワークロードに対して透過的に実行されます。 

2. 3つのワークロードすべての合計スループットは、想定される1台のコントローラノードだけが実行さ

れていた場合は低下しました。 

完全なCisco UCSコンピューティングプラットフォームは、シャーシ、IFMモジュール、サーバ、接続された

VICアダプタ、およびCiscoファブリックインターコネクトで構成され、Cisco Intersightを使用してインテリジ

ェントに管理および設定されます。 

注： ストレージデバイス[LUNおよびネームスペース]のサイズは、アプリケーションの導入環境によって異
なる場合があります。 

 

表17ベアメタルおよびVMware仮想化構成に使用されるサーバ 
 

プラットフォーム UCSサーバ 

ベアメタル fPSA-perf-g02-6536-1-5 

ベアメタル fPSA-perf-g02-6536-1-6 

ESXi（FC SANブート） fPSA-perf-g02-6536-1-1 

ESXi（FC SANブート） fPSA-perf-g02-6536-1-2 

ESXi（iSCSIブート） fPSA-perf-g02-6536-1-3 

ESXi（iSCSIブート） fPSA-perf-g02-6536-1-4 

FlexPodソリューションは、同じ構成と推奨事項を使用して反復可能なビルディングブロックを作成できるよ

うに設計されています。これは、FlexPod IAC（コードとしてのインフラ）プロセスが、D0自動化プレイブッ

クを使用して基本のFlexPodスタック全体を構築することで実現されます。 

注： ASAシステムではNFSプロトコルがサポートされていないため、NFSに関する手順は省略してください。 

以下に、フェイルオーバーテストのシナリオとその結果の概要を示します。 

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/UCS_CVDs/flexpod_ucs_xseries_e2e_ontap_manual_deploy.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/UCS_CVDs/flexpod_imm_m7_iac.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/UCS_CVDs/flexpod_iac_e2d_deploy.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/UCS_CVDs/flexpod_iac_e2d_deploy.html
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VMware 
1. VMFS 

ストレージのレイアウト 

次の表18に、FCPおよびiSCSIを使用するVMFSのストレージレイアウトを示します。 
 

表18 FCPおよびiSCSIを使用したVMFSのストレージレイアウト 
 

ワークロード LUN データストア 

 カテゴリ LUN数 各LUNのサイ

ズ 

VMFS6 FCおよびiSCSIデータ

ストアをホストにマッピング 

 
例： 

ds：///vmfs/volumes/xyz 

Genio for EHR data 8 800G 800G 

ジャーナル 2 300G 300G 

Oracleの
SLOB 

data 8 500G 500G 

ログ 2 150G 150G 

グリッド 1 5G 5G 

SQL用
HammerDB 

data 4 500G 500G 

ログ 2 200G 200G 

 

a. FCP 

• FC SANブートを提供するためにESXiブートLUN用のボリュームが作成されました。 

• すべてのワークロードについて、各ASA A400コントローラにボリュームを均等に分散して、データ

トラフィックを分散し、ストレージでのCPU並列処理を最適化します。 

• 各ストレージノードに2つずつ、4つのFC論理インターフェイス[LIF]を作成しました。 

• ストレージ構成が完了したら、FC LUNをVMware vCenterのESXiホストにマッピングし、それらのフ

ァイバチャネルディスクを使用してVMFS FCデータストアを作成しました。次に、これらのデータス

トアをVMにマッピングしました（Oracle、SQL、EHR用にそれぞれ1つのVM）。 

• 対応するワークロードが各VMで実行され、VMにマウントされたデータストアにワークロードのデー

タが取り込まれました。 

• ストレージフェイルオーバーのテストで1台のコントローラを停止してもワークロードは正常に機能

しており、データ損失は発生しませんでした。これにより、フェイルオーバー時にNetApp ASAのデ

ータの可用性と整合性が検証されます。 

図18は、ONTAPシステムマネージャから取得したフェイルオーバー時のASAシステムの状態を示しています。 
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図18ストレージフェイルオーバー時のSystem ManagerのASAステータス 
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FCディスク上に作成されたVMFSデータストア、およびFCディスク上のデータストアに対するASAシステムのマ

ルチパス機能を図19および20に示します。 

 

 
図19 FCディスク上に作成されたVMFS FCPデータストア 

 

 
図20 FCPを使用したVMFSのマルチパス 

b. iSCSI 

• iSCSI SANブートを提供するためにESXiブートLUN用のボリュームが作成されました。 

• すべてのワークロードについて、各ASA A400コントローラにボリュームを均等に分散して、データ

トラフィックを分散し、ストレージでのCPU並列処理を最適化します。 

• 4つのiSCSI論理インターフェイス（LIF）が作成されました（各ストレージノードに2つずつ）。 

• iSCSIを使用するワークロードに必要なボリュームとLUNの設定は、前述のFCと同様の方法で行いま

す。 

注： NetApp ASAでLIFの自動フェイルオーバーが有効になっていないiSCSI LIFがSVMにある場合、新しく作

成したLIFでもLIFの自動フェイルオーバーは有効になりません。LIFの自動フェイルオーバーが有効にな

っていない状態でフェイルオーバーイベントが発生すると、iSCSI LIFは移行されません。次のコマンド

を使用して、iSCSI LIFの自動フェイルオーバーを有効にします。 

network interface modify -vserver SVM_name -lif iSCSI_lif –failover-policy sfo-partner-only - 
auto-revert true 
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• ストレージフェイルオーバーで1台のコントローラを停止してもワークロードは正常に動作しており、

データ損失は発生していません。自動フェイルオーバーが有効になっているため、停止していたノー

ドのすべてのiSCSI LIFがアクティブノードに移行されました。これにより、フェイルオーバー時に

NetApp ASAのデータの可用性と整合性が検証されます。 
 

 

 
c. NVMe/FC 

次の表19に、NVMe/FCおよびNVMe/TCPを使用するVMFSのストレージレイアウトを示します。 
 

表19 NVMe/FCおよびNVMe/TCPを使用するVMFSのストレージレイアウト 
 

ワークロード ネームスペース データストア  

 カテゴリ ネームサ

ーバACE

の数 

各ネームスペース

サイズ 

VMFS6 NVMe/FCおよび

NVMe/TCPデータストアを

ホストにマッピング 

 
例：ds：
///vmfs/volumes/xyz 

Genio for EHR data 8 800G 800G 

ジャーナル 2 300G 300G 

OracleのSLOB data 8 500G 500G 

ログ 2 150G 150G 

グリッド 1 5G 5G 

SQL用HammerDB data 4 500G 500G 

ログ 2 200G 200G 
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• FC SANブートを提供するためにESXiブートLUN用のボリュームが作成されました。 

• すべてのワークロードについて、各ASA A400コントローラにネームスペースを均等に分散して、デ

ータトラフィックを分散し、ストレージ上で最適なCPU並列化を実現します。 

• 4つのNVMe/FC論理インターフェイス[LIF]を作成しました（各ストレージノードに2つずつ）。 

• 1つのサブシステム（fc_nvme_subsystem）が作成され、すべてのホストNQNが追加されました。 

• 必要なネームスペースがこのサブシステムにマッピングされました。 

• NVMeデータストアはすべてのESXiホストにマッピングされ、ワークロードを実行するためにVMに

も表示されました。VMのワークロードには、NVMe/FCプロトコル経由で提供されるディスクが使用

されました。1つのノードが停止した状態でフェイルオーバーテストがトリガーされた場合、3つのア

プリケーションとそのデータはすべて維持されました。 

注： NVMeであるため、フェイルオーバーのシナリオでは、機能しているノードに存在する2つのLIFだけがス

トレージ側からアクティブになりました。 

ホスト側でI/O用の2つのパスがアクティブになっていますが、これはNVMeの想定される動作です。 

 

 
d. NVMe/TCP 

• iSCSI SANブートを提供するためにESXiブートLUN用のボリュームが作成されました。 

• すべてのワークロードについて、各ASA A400コントローラにネームスペースを均等に分散して、デ

ータトラフィックを分散し、ストレージ上で最適なCPU並列化を実現します。 

• ストレージノードごとに2つずつ、4つのNVMe/TCP論理インターフェイス[LIF]を作成しました。 

• サブシステム（nvme_tcp_subsystem）が1つ作成され、すべてのホストNQNが追加されました。 

• 必要なネームスペースがこのサブシステムにマッピングされました。 

• ホスト側では、NVMeドライブはvHBAインターフェイス経由でNVMe/TCPプロトコルを介してホスト

に提供されました。その後、これらのデータストアをVMに提供してワークロードを実行しました。 

• ネームスペースの設定とデータストアのプロビジョニングの手順は、前述のNVMe/FCのセクションと

ほぼ同じです。 

• ストレージフェイルオーバーが発生しても、3つのワークロードとそのデータはすべて維持されました。 

図21は、SQLワークロード用に一方のコントローラが停止している場合のNVMe / TCPのvSphereレベルの

パスを示しています。 

fc-nvme-lif-01a up/- 20:14:d0:39:ea:b1:0e:92 perf-asa-a400-01 1a true 

fc-nvme-lif-01b up/- 20:15:d0:39:ea:b1:0e:92 perf-asa-a400-01 1b true 

fc-nvme-lif-02a up/up 20:16:d0:39:ea:b1:0e:92 perf-asa-a400-02 1a true 

fc-nvme-lif-02b up/up 20:17:d0:39:ea:b1:0e:92 perf-asa-a400-02 1b true 

Infra-SVM 

-      

Home Port Interface Admin/Oper Address/Mask 

   

Vserver 

Current Is Current 

Node 

-    

Logical Status Network 

perf-asa-a400::> network interface show -vserver Infra-SVM -data-protocol fc-nvme 
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図21 NVMe/TCPを使用したVMFSのマルチパス 

ホスト側でI/Oの2つのパスがアクティブになっていましたが、これはNVMeの想定される動作です（図22

を参照）。 
 

 

図22 NVMe/TCPの最適パスと非最適パスの表示 

 

 

2. vVol 

このソリューションでは、NetApp ONTAP Tools for VMware vSphere（OTV）を使用して、ホストおよびVM

にVVOLをプロビジョニングします。OTVの詳細な設置手順については、こちらを参照してください。 

注： VVOLにはONTAP Tools for VMware（OTV）が必要であり、vCenterに導入する必要があります。ス
トレージのプロビジョニングはOTVを通じてvCenterレベルで行われ、基盤となるストレージオブジェ

クトはデータストアの仕様に基づいて自動的に作成されます。 

注：VVOLのマルチパス構成は、vCenterのVMFSデータストアと同じです。 

ストレージレイアウト 

次の表20に、FCPおよびiSCSIを使用するVVOLのデータストアレイアウトを示します。 
 

表20 FCPおよびiSCSIを使用したVVOLのストレージレイアウト 
 

ワークロード vVol 

 カテゴリ データスト

アの数 

データスト

アのサイズ 

Genio for EHR data 8 800G 

ジャーナル 2 300G 

OracleのSLOB data 8 500G 

ログ 2 150G 

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/UCS_CVDs/flexpod_ucs_xseries_e2e_ontap_manual_deploy.html#NetAppONTAPTools911Deployment
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ワークロード vVol 

 グリッド 1 5G 

SQL用
HammerDB 

data 4 500G 

ログ 2 200G 

 

a. FCP 

• FC SANブートを提供するためにESXiブートLUN用のボリュームが作成されました。 

• すべてのワークロードについて、VVOLを各ASA A400コントローラに均等に分散して、データトラフ

ィックを分散し、ストレージでのCPUの最適な並列処理を実現します。 

• 各ストレージノードに2つずつ、4つのFC論理インターフェイス[LIF]を作成しました。 

• ストレージの設定が完了すると、FCP VVOLデータストアがvCenterのONTAP toolsを使用してプロビ

ジョニングされます。作成したデータストアは、自動的にホストにマウントされ、VMに手動でマッピ

ングされました。（Oracle、SQL、EHRの各ワークロード用に1つのVM） 

• 対応するワークロードが各VMで実行され、VMにマウントされているvVolデータストアにワークロー

ドのデータが入力されています。 

• フェイルオーバーシナリオをトリガーするために、一方のストレージコントローラが停止されました。

ワークロードをアクティブなストレージコントローラノードに移行しましたが、すべてのデータに影

響はなく、データ損失は発生しませんでした。これは、フェイルオーバー時のNetApp ASAのデータ

可用性と整合性を示しています。 

b. iSCSI 

• iSCSI SANブート用に1つのLUNを持つコントローラの1つに1つのボリューム（esxi_boot）が作成さ

れました。 

• すべてのワークロードについて、VVOLを各ASA A400コントローラに均等に分散して、データトラフ

ィックを分散し、ストレージでのCPUの最適な並列処理を実現します。 

• 4つのiSCSI論理インターフェイス（LIF）が作成されました（各ストレージノードに2つずつ）。 

• ホストの手順で使用するストレージ構成とVVOLデータストアのプロビジョニングは、前述のFCPの

セクションに似ています。 

• ストレージフェイルオーバーが発生した場合は、ASAのiSCSI LIFの自動フェイルオーバープロパティ

により、ワークロードがアクティブなコントローラノードに移行されました。すべてのアプリケーシ

ョンとデータに影響はなく、データ損失は発生しませんでした。 

c. NVMe/FC 

次の表21に、NVMe/FCを使用するVVOLのストレージレイアウトを詳しく示します。 
 

表21 NVMe/FCを使用するVVOLのストレージレイアウト 
 

ワークロード vVol  

 カテゴリ データスト

アの数 

データストアのサイズ 

Genio for EHR data 8 800G  

ジャーナル 2 300G 

OracleのSLOB data 8 500G 

ログ 2 150G 

グリッド 1 5G 

SQL用
HammerDB 

data 4 500G 

ログ 2 200G 



39 FlexPodとオールフラッシュSANアレイ © 2025 NetApp, Inc. All rights reserved.テクニカル レポート 
 

• FC SANブートを提供するためにESXiブートLUN用のボリュームが作成されました。 

• 4つのNVMe/FC論理インターフェイス[LIF]を作成しました（各ストレージノードに2つずつ）。 

• ホスト側では、ONTAP Toolsを使用してVMごとにNVMe/FC VVOLをプロビジョニングしました。そ

の後、これらのVVOL（NVMeファイバチャネルディスクを使用）をVMにマッピングしてワークロー

ドを実行しました。 

• ストレージフェイルオーバーが発生した場合、ワークロードはアクティブなコントローラノードに移行

されました。すべてのアプリケーションとデータに影響はなく、データ損失は発生しませんでした。 

 

ベアメタル 

このソリューションでは、ベアメタルインストールにRHEL OSを使用しました。 

現在のマルチパス設定を表示するには、RHELサーバで次のコマンドを使用します。 

ストレージレイアウト 

次の表22に、FCPおよびiSCSIを使用したベアメタルのストレージレイアウトを示します。 
 

表22 FCP / iSCSIを使用したベアメタルのストレージレイアウト 
 

ワークロード LUN 

 カテゴリ LUN数 各LUNのサイズ 

Genio for EHR data 8 800G 

ジャーナル 2 300G 

OracleのSLOB data 8 500G 

ログ 2 150G 

グリッド 1 5G 

 

 
a. FCP 

• ベアメタルへのFC SANブートを提供するためにRHELブートLUN用のボリュームが作成されました。 

• すべてのワークロードについて、各ASA A400コントローラにボリュームを均等に分散して、データ

トラフィックを分散し、ストレージでのCPU並列処理を最適化します。 

• 各ストレージノードに2つずつ、合計4つの論理インターフェイス[LIF]を作成しました。 

• ストレージ構成が完了すると、LUNがホストにマウントされます。 

• 対応するワークロードが各ホストで実行され、ワークロードデータが入力されています。 

[root@Perf-BM ~]# multipath -ll 

3600a0980383149577424573336516144 dm-10 NETAPP,LUN C-Mode 

size=500G features='3 queue_if_no_path pg_init_retries 50' hwhandler='1 alua' wp=rw 

`-+- policy='service-time 0' prio=50 status=active 

|- 0:0:0:4 sde 8:64 active ready running 

|- 0:0:1:4 sdq 65:0 active ready running 

|- 1:0:0:4  sdac 65:192 active ready running 

`- 1:0:1:4 sdao 66:128 active ready running 

3600a0980383149577424573336516145 dm-11 NETAPP,LUN C-Mode 

size=500G features='3 queue_if_no_path pg_init_retries 50' hwhandler='1 alua' wp=rw 

`-+- policy='service-time 0' prio=50 status=active 

|- 0:0:0:6 sdg 8:96 active ready running 

|- 0:0:1:6  sds  65:32  active ready running 

|- 1:0:0:6  sdae 65:224 active ready running 

`- 1:0:1:6  sdaq 66:160 active ready running 
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• ストレージフェイルオーバーで1台のコントローラを停止してもワークロードは正常に動作しており、

データ損失は発生していません。これにより、フェイルオーバー時にNetApp ASAのデータの可用性

と整合性が検証されます。 

次の図は、フェイルオーバープロセス中にアクティブコントローラノードにLIFが移行される様子を示しています。 

 
b. iSCSI 

• ベアメタルへのiSCSIブートを提供するためにRHELブートLUN用のボリュームが作成されました。 

• すべてのワークロードについて、各ASA A400コントローラにボリュームを均等に分散して、データ

トラフィックを分散し、ストレージでのCPU並列処理を最適化します。 

• 4つのiSCSI論理インターフェイス（LIF）が作成されました（各ストレージノードに2つずつ）。 

• ホストでのストレージ構成とLUNのマウント手順は、上記のFCPのセクションとほぼ同じです。

iSCSI LIFのフェイルオーバーが有効になると、フェイルオーバー時にパッシブノード上のLIFがアク

ティブノードに移行されます。 

• ストレージフェイルオーバーが発生した場合は、ASAのiSCSI LIFの自動フェイルオーバープロパティ

により、ワークロードがアクティブなコントローラノードに移行されました。すべてのアプリケーシ

ョンとデータに影響はなく、データ損失は発生しませんでした。 

c. NVMe/FC 

• ベアメタルへのFC SANブートを提供するためにRHELブートLUN用のボリュームが作成されました。 

• すべてのワークロードについて、各ASA A400コントローラにネームスペースを均等に分散して、デ

ータトラフィックを分散し、ストレージ上で最適なCPU並列化を実現します。 

• 4つのNVMe/FC論理インターフェイス[LIF]を作成しました（各ストレージノードに2つずつ）。 
 

表23 NVMe/FCおよびNVMe/TCPを使用したベアメタルのストレージレイアウト 
 

ワークロード ネームスペース 

 カテゴリ ネームスペース

数 

各ネームスペースサイ

ズ 

Genio for EHR data 8 800G 

ジャーナル 2 300G 

192.168.111.21/24 perf-asa-a400-02 a0a-411 false 

192.168.112.21/24 perf-asa-a400-02 a0a-412 false 

192.168.111.22/24 perf-asa-a400-02 a0a-411 true 

192.168.112.22/24    perf-asa-a400-02    a0a-412    true 

iscsi-lif-01a up/up 

iscsi-lif-01b up/up 

iscsi-lif-02a up/up 

iscsi-lif-02b    up/up 

Infra-SVM 

-     

Is 

Home 

Current 

Port 

   

Current 

Node 

  - 

Vserver Interface Admin/Oper Address/Mask 

  --   - 

perf-asa-a400::> network interface show -vserver Infra-SVM -service-policy default-data-iscsi 

Logical Status Network 
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ワークロード ネームスペース 

OracleのSLOB data 8 500G 

ログ 2 150G 

グリッド 1 5G 

• 1つのサブシステム（fc_nvme_subsystem）が作成され、すべてのホストNQNが追加されました。 

• 必要なネームスペースがこのサブシステムにマッピングされました。 

• ホスト側では、NVMeファイバチャネルディスクをvHBAインターフェイス経由でサーバに提供し、

NVMe/FCプロトコル経由でワークロードを実行しました。 

• 1つのノードが停止した状態でフェイルオーバーテストがトリガーされた場合、3つのアプリケーショ

ンとそのデータはすべて維持されました。 

次の図は、フェイルオーバー前のNVMe/FC経由でマッピングされたディスクのステータスを示しています。 

 
次の図は、フェイルオーバー処理中のNVMe/FC経由でマッピングされたディスクのステータスを示していま

す。前述したように、NVMeのユースケースでは最適化されたパスと最適化されていないパスが存在し、フェ

イルオーバープロセス中は、障害が発生したコントローラノードが稼働状態に戻るまで最適化されたパスのみ

が使用可能になります。 
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d. NVMe/TCP 

• iSCSI SANブート用に1つのLUNを持つコントローラの1つに1つのボリューム（esxi_boot）が作成さ

れました。 

• すべてのワークロードについて、各ASA A400コントローラにネームスペースを均等に分散して、デ

ータトラフィックを分散し、ストレージ上で最適なCPU並列化を実現します。 

• ストレージノードごとに2つずつ、4つのNVMe/TCP論理インターフェイス[LIF]を作成しました。 

• サブシステム（nvme_tcp_subsystem）が1つ作成され、すべてのホストNQNが追加されました。 

• 必要なネームスペースがこのサブシステムにマッピングされました。 

• ホスト側では、NVMeドライブはvHBAインターフェイスover NVMe/TCPプロトコルを介して提供さ

れ、ワークロードが実行されます。 

• ネームスペースの構成とディスクのプロビジョニングは、前述のNVMe/FCのセクションとほぼ同じで

す。 

• ストレージフェイルオーバーが発生しても、3つのワークロードとそのデータはすべて維持されました。 
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概要 

NetApp ASAは、アクティブ/アクティブ設計でフェールオーバー中の遅延を回避します。両方のコントローラ

が常にアクティブで、ホストからアクセスできるため、フェイルオーバー中にパスを切り替える必要はありま

せん。ASAは、コントローラ間で重要なLUNメタデータを継続的に同期することで、これをさらに一歩進めて

います。つまり、稼働しているコントローラが、障害が発生したコントローラのドライブをただちにテイクオ

ーバーするために必要な情報を取得できるため、データアクセスの中断が最小限に抑えられます。ここで重要

な指標は、アプリケーションが通常のI/O処理を再開するのにかかる合計時間です。ストレージシステム自体

は迅速にリカバリできますが、障害が発生したコントローラのリソースをホストが完全に利用できるようにな

るまでにわずかな遅延が生じることがあります。この追加時間は、I/O再開の合計時間枠に織り込まれます。 

 

まとめ 

FlexPodデータセンターは、事前設計されたベストプラクティスに基づくデータセンターアーキテクチャで、

CiscoとNetAppが提供するクラウド規模のテクノロジを基盤として構築されています。これにより、ITインフ

ラ環境全体で相乗効果を管理できます。FlexPodは、ベアメタル環境とエンタープライズワークロードの仮想

化環境の両方に最適なプラットフォームです。NetApp ASAシステムは、大容量を必要とする（ASA Cシリー

ズ）ワークロードとパフォーマンスを必要とする（ASA Aシリーズ）ワークロードの両方に対して、SAN向け

に最適化されたストレージを提供します。アクティブ/アクティブマルチパスによって実現されるASAシステム

の効率性と、FlexPodアーキテクチャの信頼性の高い設計により、最適なカスタマーエクスペリエンスが保証

され、ハイブリッドクラウドの統合が簡易化されます。 

ソリューションの検証テストと文書化された結果には、ベアメタルとVMwareの仮想データストア（VMFSと

VVOL）の両方が含まれています。Epic EHR for Hospitals、Oracle、SQL for Businessなどのエンタープライ

ズワークロードに対応するブロックストレージプロトコル構成を実装しています。実行した耐障害性テストで

は、99.9999%の可用性とデータ整合性を求めるミッションクリティカルなワークロード向けに、ソリューシ

ョン設計の信頼性が検証されました。本ドキュメントは、NetApp ASAプラットフォームを使用したFlexPodを

基盤とした以降のブロックストレージアーキテクチャ設計について、将来を見据えたリファレンスとしてご利

用いただけます。 
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詳細情報の入手方法 

このドキュメントに記載されている情報の詳細については、次のドキュメントおよびWebサイトを参照して

ください。 

• FlexPodホームページ：https://www.flexpod.com 

• NetApp Interoperability Matrix Tool：http://support.netapp.com/matrix/ 

• Cisco UCSハードウェアおよびソフトウェアの相互運用性ツール：

http://www.cisco.com/web/techdoc/ucs/interoperability/matrix/matrix.html 

• NetApp製品マニュアル：https://www.netapp.com/support-and-training/documentation/ 

• Cisco Validated Design and Deployment Guide for FlexPod： 

https://www.cisco.com/c/en/us/solutions/design-zone/data-center-design-guides/flexpod-design-guides.html 

• NetAppオールフラッシュSANストレージアレイ： 

https://www.netapp.com/data-storage/all-flash-san-storage-array/  

• FlexPodデータセンターゼロトラストフレームワーク設計ガイド： 

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/UCS_CVDs/flexpod_zero_trust_design.html 
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